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会議の要旨 

会議の名称 令和４年度 第３回和泉市教育委員会評価委員会 

開催日時 令和４年８月８日（月）１３時３０分～１４時５１分 

開催場所 和泉市役所３階 庁議室 

出席者 和泉市教育委員会評価委員会 委員長  平良 伸哉 

委員   杉田 菜穂 

委員   川口 厚 

教育次長兼教育・こども部長      並木 敏昭 

教育・こども部教育指導監       上田 茂幸 

次長兼教育総務課長   鍛治 公哉 

教育総務課総括主幹   岩井 靖久 

教育総務課企画係長   小路 佑樹 

教育総務課主事     川﨑 由美 

学校園管理室長     佐々木 敦 

教育施設担当課長    大内 浩平 

保健給食担当課長    濱田 直美 

学校教育室長      阪下 誠 

教育指導担当課長    西村 政秀 

教職員担当課長     鈴木 俊孝 

人権教育担当課長    永井 敬 

教育センター所長    隅埜 哲弥 

こども未来室長     西川 加恵 

幼保運営担当課長    樋上 征史 

幼保育成担当課長    山本 暢子 

幼保育成担当参事    東野 光代 

生涯学習部  部長          辻 公伸 

       次長兼久保惣記念美術館館長代理  辻野 明子 

       生涯学習推進室長    西田 尚司 

       生涯学習担当課長    橋本 吉人 

       スポーツ振興担当総括主幹  奥田 秀憲 

       青少年センター参事   堀内 真弓 

       文化遺産活用課長    森下 徹 

会議次第 １．開会 

２．ヒアリングに基づく点検・評価報告書の修正点について 

３．その他 

４．教育次長あいさつ 
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ヒアリング内容 

取組項目番号７ 

平良委員長 

 

 

鈴木課長 

 

取組項目番号４ 

平良委員長 

 

 

阪下室長 

 

 

 

 

 

取組項目番号２２ 

平良委員長 

 

 

鍛治次長 

 

 

 

 

 

 

取組項目番号２５ 

川口委員 

 

 

橋本課長 

 

 

 

教職員の資質向上 

「今後の課題等」の２つ目について、否定的なアンケート回答とはどのよ

うな内容か。 

 

業務量が多いため時間外勤務が軽減されにくいといった内容。 

 

小中一貫教育 

「令和３年度の全体的な事業評価」の４つ目について、「みなはつ熟議」と

あるが、どのような内容か。 

 

学校運営協議会制度（コミュニティスクール）に参加している委員が課題

に対する意見を話し合う場で、例えば、南松尾はつが野学園の通学路の未確

定部分を確定させるために自分たちで通学路に立って危険個所を把握した

り、いじめに対する取組みとしてピンクシャツデーを設定したり、消防団や

地域にも参画を求め避難訓練を行ったりしている。 

 

小中学校の施設維持管理 

富秋中学校区施設一体型義務教育学校（小中一貫校）の整備状況について、

教えて欲しい。 

 

教育総務課では、ＰＴＡや校区長を委員とした学校開校準備委員会の開催

を担当している。学校園管理室では、整備に係る基本計画を策定し、学校開

校準備委員会の意見を踏まえ、デザインビルド事業者の募集要項の資料作成

に取り組んでいるところ。学校教育室では、「地域に開かれた学校」をキーワ

ードに、図書室の地域開放や施設の余白スペースの活用を検討中。また、今

秋、イエナ教育を実施している学校を視察予定。 

 

青少年の健全育成 

「今後の課題等」の２つ目について、「情報モラルの啓発」とは、子どもた

ちに情報モラル教育を推進するという意味か。 

 

青少年指導員や保護者に向けて、青少年に対する情報モラルの啓発を行っ

ていくという意味。 
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その他 

杉田委員 

 

 

 

 

 

 

 

川口委員 

 

 

平良委員長 

 

 

 

事務連絡 

鍛治次長 

 

 

 

報告書全体にかかる意見として、１点目は、「令和２年度における課題等」

と「今後の課題等」の書き方について、事業が進行していても、表現によっ

ては後退感、未着手感が出てしまうことがあるので注意してもらいたい。 

２点目は、予算額に対して決算額が少ない事業が見受けられる。市民ニー

ズを踏まえ、適切に、効果的に、柔軟に執行してもらいたい。 

３点目は、新型コロナウイルス感染症への対応だけでなく、想定外のあら

ゆる事態に対応する危機管理体制の確立に取り組んでもらいたい。 

 

杉田委員と同意見であり、予算に対して適切に執行されたのかという点に

ついて、重点的に確認させていただいた。 

 

 杉田委員、川口委員の意見は非常に大事である。学力向上のように、評価

しづらい事業も含まれているが、目標に対して達成度が分かるような報告書

になればと思う。 

 

 

 本報告書は、令和４年和泉市教育委員会第８回定例会を経て、令和４年和

泉市議会第３回定例会に提出予定。提出前に、報告書を委員へ提示させてい

ただく。 

以上 

 


